
参加者数：46人

アンケート回収枚数：41枚

アンケート回収率：89.1％

○年齢 (人) ○居住地域 (人)

○開催情報入手方法 (％) ○開催時間の長さ (人)

○開催会場 (人) ○参加委員会 (人)

高松市議会議員と市民との意見交換会

アンケート集計結果

高松市内
30

高松市外

２

無回答２

高松市内 高松市外 無回答
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※ 重複回答あり

総務 11

教育民生 10

経済環境 6

建設消防 13
無回答 1

総務 教育民生 経済環境 建設消防 無回答
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○テーマの難易度 (人) ○発言の有無 (人)

○次回の開催日時 (％)

○今後、開催された場合の参加の有無 (人)

計
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ちょうど良い 30
難しかった 4

どちらともいえない 6
無回答 1

ちょうど良い 難しかった

どちらともいえない 無回答
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ぜひ参加したい
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1
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発言できた 25

もう少し発言したかった 4

発言できなかった 9 無回答 3

発言できた もう少し発言したかった

発言できなかった 無回答
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感想

次回
希望
テーマ

問10　議会に対する意見
・誇れるまちにしていきたいし、それを目指してほしい。
・市政への情報発信できる場に、これまで参加してこなかった。今回、参加し、他の分野に関
する意見交換の場にも参加したい。
・どんなことをしているかわからないことが多いので、意見交換会などのきっかけをふやして
ほしい。
・議会報告など、議員からの声掛けが少ないので、もっと意見や話を聞きたい。市民は知ら
ないことが多く、結果、報告ばかりになってしまいがちなので、改善が必要。
・もっと回数をふやしてほしい。小さい意見交換会で。
・地域の問題に取り組み今後も頑張ってもらいたい。力になれることがあれば、協力したいと
思った。勉強になり、ありがとうございました。
・もっと開かれた議会になってほしい。平日昼開催では参加できないとの声があった。平日
夜、土日開催を検討されたい。

問７　感想・次回の希望テーマ
・大変参考になりました。
・去年は参加できなかったが、今年参加できてうれしかった。ありがとうございまし
た。よりよいシステムを実現しましょう。
・議員と双方向の話し合いができればよい。他のグループの声が混じって聞きにく
いので、部屋をわけてほしい。
・テーマに対して積極的に活動している話をされると、そうでない話がしにくい。そ
れに対応できない場合の話をしたかった。
・こういう機会を増やし、多くの方の意見を聞きたい。
・全国的にも進んでいるスマートシティの取り組みをもっと議論したかった。これか
らも定期的に実施してほしい。運営は素晴らしかった。住んでる人（赤ちゃんから高
齢者）にとっても、観光客にとっても魅力があるまちにしてほしい。
・テーマに沿った具体的な事例と向き合われている方の声を聞き、とても勉強に
なった。どこが担当、誰がすることではなく、不登校の方でもさまざまな居場所が選
択できるよう、学校・地域・PTA、行政の連携が望まれる。
・全員に発言の機会を与えてくれてありがたかった。ただ、よりよいシステムを実現
させるまでには、もう少し時間や回数が必要です。
・不登校だけでなく、健全育成など幅広い分野を協議したかった。
・連携できるとよりよくなるものをつなぐコーディネーターが必要。
・H16年の台風を教訓に、集中豪雨が増えている中、河川の清掃が必要、川幅の
拡幅など予算は必要だが、安心安全のまちづくりのために改善されたい。

・子供の話（貧困・虐待）、ICT、発達障害、スマートシティ
・防災対策に特化したテーマ
・転勤してきた若者のコミュニティづくり、若い柔軟な発想をまちづくりに生かせるか
も。官民の壁、企画の壁を越えたイノベーションが生まれるかも。
・これからの地域づくり、未来の人材づくり、食育（子供たちに自然の良い食物を）
・投票率アップ
・教育と福祉、学校と地域など
・水路の水門の有効活用
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